
第 五 問  次の１，２の問いに答えなさい。 

 

１ あるトレーニングマシンでは，使用した時間と使用した人の消費エネルギーが比例します。このトレーニ 

 ングマシンには，標準設定と負荷設定があり，標準設定では３０分間，負荷設定では１２分間使用すると， 

 どちらも，使用した人の消費エネルギーが１００kcalになります。 

  次の（１）～（３）の問いに答えなさい。 

 

（１）標準設定で 𝑥 分間使用したときの，使用した人の消費エネルギーを𝑦 kcalとします。𝑦 を 𝑥 の式で 

  表しなさい。 

 

  比例関係が成り立つので， 𝑦 ＝ 𝑎𝑥 とおける 

  １００＝３０𝑎  𝑎 ＝１０

３
 となるので， 𝑦 ＝ １０

３
 𝑥 

            答え 𝑦 ＝ １０

３
 𝑥 

 

（２）はじめの６分間は標準設定で使用し，次の６分間は負荷設定で使用する１２分間のトレーニングを行い 

  ます。このときの，トレーニングを始めてからの，時間と使用した人の消費エネルギーの関係を表すグラ 

  フを解答用紙の図にかき入れなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（３）はじめの６分間は標準設定で使用し，次に負荷設定で使用し，再び標準設定に切り替えて使用する， 

  ２５分間の連続したトレーニングを行ったところ，トレーニングを始めてからの使用した人の消費エネル 

  ギーが１５０kcal になりました。このとき，トレーニングを始めてから何分何秒後に，負荷設定から標 

  準設定に切り替えたのか，求めなさい。なお，下の図を利用して考えてもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  時間を 𝑥 分，消費エネルギーを 𝑦 kcal，負荷設定から標準設定に切り替えた時間を 𝑎 分とおく 

  ・負荷設定時の式を考える（変域：６≦ 𝑥 ≦𝑎 ） 

   （２）のグラフより ６分後に２０kcal，１２分後に７０kcal とわかるので， 

  ポイント 式は  𝑦 ＝ 𝑎 𝑥 ＋ 𝑏  ･･･①と表せる 

   ①に（６，２０）を代入すると ２０＝６𝑎 ＋ 𝑏  ･･･② 

   ①に（１２，７０）を代入すると ７０＝１２𝑎 ＋ 𝑏  ･･･③ 

   ③－②より ６𝑎 ＝５０  𝑎 ＝２５

３
 ･･･④ 

   ④を②に代入し ２０＝６×
２５

３
＋ 𝑏  𝑏 ＝－３０ ･･･⑤ 

   ④，⑤を①に代入し  𝑦 ＝ ２５

３
 𝑥 －３０ ･･･⑥ 

  ・標準設定時の式を考える（変域：𝑎 ≦ 𝑥 ≦２５ ） 

   （１）の 𝑎 ＝１０

３
と２５分後に１５０kcal になることを考え，負荷設定時と同様に考えると， 

   𝑦 ＝ １０

３
 𝑥 ＋２００

３
 ･･･⑦ 

  ⑥，⑦の交点を考える 

  
２５

３
 𝑥 －３０＝

１０

３
 𝑥 ＋２００

３
  ５ 𝑥 ＝２９０

３
  𝑥 ＝５８

３
＝１９

１

３
 

  
１

３
 分＝

１

３
 ×６０秒＝２０秒 

  よって，１９分２０秒後 

           答え １９分２０秒後  



２ 図Ⅰのような，線分ＯＡを半径とする円Ｏがあります。円Ｏの周上に２点Ｂ，ＣをＡＢ＝ＢＣ，∠ＡＢＣ 

 ＞９０°となるようにとり，三角形ＡＢＣをつくります。また，点Ｏと点Ｂを結び，線分ＯＢと辺ＡＣとの 

 交点をＤとします。 

  次の（１），（２）の問いに答えなさい。 

 

（１）∠ＯＢＡ＝∠ＯＢＣであることを証明しなさい。 

 

  点Ｏと点Ｃを結ぶ 

  △ＯＡＢと△ＯＣＢにおいて 

   ＯＢ＝ＯＢ（共通） ･･･① 

  仮定から 

   ＢＡ＝ＢＣ ･･･② 

  同じ円の半径だから 

   ＯＡ＝ＯＣ ･･･③ 

  ①，②，③より， ３辺の長さがそれぞれ等しいから 

   △ＯＡＢ≡△ＯＣＢ 

  よって， ∠ＯＢＡ＝∠ＯＢＣ 

 

（２）ＡＢ＝４㎝，ＡＣ＝６㎝とします。図Ⅱは，図Ⅰにおいて，辺ＢＣをＢの方へ延長した直線上に，点Ｅ 

  をＣＥ⊥ＡＥとなるようにとり，点Ａと点Ｅを結んだものです。また，線分ＡＥと円Ｏとの交点のうち， 

  点Ａ以外の点をＦとします。 

   次の（ア），（イ）の問いに答えなさい。 

 

 （ア）円Ｏの半径を求めなさい。 

 

   △ＡＢＣは二等辺三角形（ＢＡ＝ＢＣ）なので， 

   頂角（∠ＡＢＣ）の二等分線は底辺（ＡＣ）を 

   垂直に二等分する 

   したがって，∠ＢＤＡ＝∠ＢＤＣ＝９０°， 

   ＡＤ＝ＣＤ＝３㎝ 

 

   △ＢＤＡにおいて，三平方の定理を利用するとＢＡ２＝ＢＤ２＋ＡＤ２ 

   ４２＝ＢＤ２＋３２ となり，  ＢＤ２＝１６－９＝７  ＢＤ＝√7 

 

   円の半径をＲとおくと， ＯＤ＝ＯＢ－ＢＤ＝Ｒ－√7 

   △ＯＤＡにおいて，三平方の定理を利用するとＯＡ２＝ＯＤ２＋ＡＤ２ 

   Ｒ２＝（Ｒ－√7 ）２＋３２ となり，  Ｒ２＝Ｒ２－２√7 Ｒ＋７＋９  ２√7 Ｒ＝１６ 

   Ｒ＝
８

√7
 ＝８√7

７
        答え 

８√7
７

 ㎝ 

  



 

 （イ）線分ＡＦの長さを求めなさい。 

 

   △ＡＢＤと△ＣＡＥにおいて， 

   ∠ＡＤＢ＝∠ＣＥＡ＝９０° ･･･① 

   △ＡＢＣは二等辺三角形なので， 

   ∠ＢＡＤ＝ＡＣＥ ･･･② 

   ①，②より 二組の角がそれぞれ等しいので， 

   △ＡＢＤ∽△ＣＡＥ 

   ＡＢ：ＡＣ＝４：６＝２：３ 

   ＢＤ：ＡＥ＝２：３ となるので， 

   √7：ＡＥ＝２：３  ２ＡＥ＝３√7  ＡＥ＝
３

２
√7 

   ＤＡ：ＥＣ＝２：３ となるので， 

   ３：ＥＣ＝２：３  ２ＥＣ＝９  ＥＣ＝
９

２
 

   また，ＥＢ＝ＥＣ－ＢＣ＝
９

２
－４＝

１

２
 

 

   点Ｆと点Ｃを結ぶ 

   △ＡＢＥと△ＣＦＥにおいて， 

   ∠ＡＥＢ＝∠ＣＥＦ＝９０° ･･･③ 

   同じ弧ＢＦ⌒ に対する円周角は等しいから， ∠ＢＡＥ＝ＦＣＥ ･･･④ 

   ③，④より 二組の角がそれぞれ等しいので， △ＡＢＥ∽△ＣＦＥ 

   ＥＡ：ＥＣ＝ＢＥ：ＦＥとなるので， 

   
３

２
√7：９

２
＝

１

２
：ＦＥ  

３

２
√7 ＦＥ＝

９

４
  ＦＥ＝

３

１４
√7 

   ＡＦ＝ＡＥ－ＦＥ＝
３

２
√7 － ３

１４
√7 ＝２１

１４
√7 － ３

１４
√7 ＝１８

１４
√7 ＝９

７
√7 

            答え 
９

７
√7 ㎝ 

 


